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のうみ農園 週間ニュース 2004年 ５月 第２週

この連休は、いかがだったでしょう
か。私たちも、宅配を１週休んで、久
住に行ってきました。新緑の山々が、
とても綺麗でした。もちろん、温泉も
－－。

今年も、いよいよ赤米作りの始まりです。
赤米、黒米に加えて、緑米も植えます。
４月２９日に、種まきをしました。５月４日に発芽。赤、緑、黒の順です。
苗は、順調に育っています。詳しくは、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを。
このﾁﾗｼの背景に、赤米、黒米、緑米の籾と玄米
の写真を入れています。

＜これからの古代米作りの予定＞

４月２９日 種まき

６月中旬 田植え

夏－－草取り

９月初旬 赤米花見

１０月初旬 緑米 稲刈り ﾌﾟｰﾙ育苗中
１０月中旬 黒米 稲刈り
１１月初旬 赤米 稲刈り 赤米の発芽
１１月下旬 脱穀籾すり作業

収穫祭 ※ 田植えは、
６月１２日（土）か１３日（日）にします。

今週の野菜セット

グリーンピース、キャベツ、小松菜orラディシュ、きゅうり（初物）

赤玉ねぎ（初物）、杜仲（初物）、つわの佃煮
※今回のチラシも、カラーコピー機の故障のため、モノクロです。（カラー版は、ホームページ）

杜仲葉 とちゅう （学名・Eucommia ulmoides）
今回は、我が農園に育っている杜仲を紹介します。この春伸び

た新梢と若葉をお届けします。 葉と茎をヤカンで３０分程煮
出して、お茶としてお楽しみ下さい。

中国では数千年前から
不老長寿の生薬として珍

重されてきました。しかし、杜仲が西洋に知られたのは1881
年、英国の植物 ハンターが持ち帰った後のことでし
た。さらにさかの ぼって、杜仲が最も繁殖していたのは恐竜時代末期の６千万
年前頃から６百万 年前頃の間。その頃地球上のいたる所にいろいろな種類の
杜仲が繁茂してた ことは、残された化石によって確認されています。当時の
地球では、メタセ コイアなどの裸子植物が全盛でしたが、杜仲はそれとは異
なり、被子植物最 初の頃の種類（雌雄異種･風媒花）でした。ところが、氷
河期の到来で杜仲 は大きな打撃を受け、中国に１科１屬１種子しか残りま
せんでした。つまり、 現代の杜仲は生きた化石植物ともいえます。杜仲は大昔
の繁栄と氷河期の 絶滅の危機を経て、現在では健康に役立つ素材として栽
培されるようになっ たわけで、その波乱万丈の歴史に思いを馳せれば、不思議

な気がする植物ですね。

1912年、日本軍が中国から杜仲の木を持ち帰ったことから、日本での栽培が始まりまし
た。ただ、日本軍が欲しかったのは薬ではなく、杜仲から採れる物質、グッタペルカでした。
糸を引くゴム状物質であるグッタペルカは、フッ酸にもおかされない耐蝕性を持ち、非常に
高い電気絶縁性を示すため、兵器などの各種機器への適用を考えたようです。民間用とし
ては、現在でも歯の詰め物として使われています。なお、グッタペルカは非常に安定性に優
れた天然素材ですので、現在でもその新しい活用の道が期待されています。

1600年代の終りに中国で書かれた「本草綱目」という薬用植物（虫・石も含まれるが）の
事典とも言える書物には、杜仲の葉の食用法が書かれています。杜仲の柔らかい新芽を
湯通しして“おひたし”にしたり、“炒め物やスープの具”にして食べていたようです。そして、
中国の一部少数民族では現在もこのような食べ方が伝統的に守られてい
ます。また日本でも、因島などでは“炊き込み御飯”、“天ぷら”、“そば”さ
らにはデザートの“ゼリー”まで、様々な杜仲薬膳料理が楽しまれています。

お知らせ

５月１６日 無法松（山家酒造）第２回酒蔵ｺﾝｻｰﾄ
午後３時から 昭和蔵 参加費２５００円 ﾄﾘｵ･ﾛｽ･ﾌｧﾝﾀﾞﾝｺﾞｽ演奏
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